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『
合
類
節
用
集
』

の
増
補
態
度
に
つ
い
て

l
l
『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
を
中
心
に
｜
｜

米

谷

隆

史

近
世
期
に
版
行
さ
れ
た
数
多
く
の
節
用
集
の
中
で
も
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

O
）
刊
行
の
『
合
類
節
用
集
』
は
、
構
成
、
内
容
の
両

面
で
独
自
の
特
徴
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
後
の
節
用
集
諸
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
節
用
集
と
し
て
早
く
か
ら
先
学
の
注
目
す
る

一
本
で
あ
っ
た
。
『
合
類
節
用
集
』
の
特
徴
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
合
類
形
式
（
意
義
分
類
を
い
ろ
は
分
類
の
上
位
に
置
く
語
の
配
列

形
式
）
を
採
用
し
た
こ
と
と
、
従
来
の
節
用
集
を
「
恨
事
不
博
字
不
多
臨
用
而
闘
如
者
」
と
評
し
、
多
く
の
語
や
注
文
を
時
に
出
典
を

示
し
な
が
ら
増
補
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
書
の
中
で
は
最
も
引
用
例
数
の
多
い
『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
例
の
検
討
か
ら
、
『
合
類

節
用
集
』
に
語
を
引
用
す
る
際
の
和
訓
や
漢
字
表
記
の
選
択
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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『
合
類
節
用
集
』
に
お
け
る
『
多
識
編
』
の
引
用
態
度
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
合
類
節
用
集
』
影
印
本
の
解
題
（
以
下
「
解
題
」
と

略
記
す
る
）
及
び
柏
原
司
郎
氏
の
論
お
仁
言
及
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
を
後
者
の
記
述
を
中
心
に
要
約
し
て

お
く

イ

『
合
類
節
用
集
』
に
引
用
書
と
し
て
注
記
さ
れ
る
書
の
中
で
最
も
引
用
回
数
の
多
い
も
の
が
『
多
識
編
』
で
あ
り
、
そ
の
数

は
千
五
百
六
十
余
り
で
あ
る
。

ロ

『
合
類
節
用
集
』
は
『
多
識
編
』
の
異
名
注
記
、
什
訓
な
ど
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
『
多
識
編
』
の
誤
り
を

そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

ノ、

『
多
識
編
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
林
羅
山
自
筆
稿
本
、
古
活
字
本
、
寛
永
八
年
刊
整
版
本
、
改
正
増
補
本
の
四
種
が
知

ら
れ
て
い
お
w

『
合
類
節
用
集
』
所
引
の
『
多
識
編
』
の
記
述
は
、
誤
刻
箇
所
等
も
含
め
て
寛
永
八
年
刊
整
版
本
に
よ
く
一
致

す
る
。『
多
識
編
』
に
お
け
る
語
形
を
修
正
し
て
引
用
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

ウ
ヲ
（
魚
〉
↓
イ
ヲ
の
よ

う
に
古
形
を
選
ぶ
例
や
四
つ
仮
名
、

ア
行
、

ハ行、

ワ
行
間
の
仮
名
遣
の
改
変
の
例
が
見
ら
れ
、
特
定
の
語
の
仮
名
表
記
は

『
合
類
節
用
集
』
内
部
の
表
記
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
形
で
引
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
清
濁
の
識
別
も
『
多
識
編
』
よ
り
は
重
視
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ホ

漢
字
の
字
形
に
つ
い
て
も
『
合
類
節
用
集
』
内
部
の
統
一
を
優
先
し
て
、
『
多
識
編
』
の
漢
字
字
形
を
改
変
し
て
引
用
す
る



こ
と
が
あ
る
。

引
用
に
際
し
て
の
仮
名
、
漢
｛
主
表
記
の
改
変
に
つ
い
て
の
指
摘
は
こ
の
論
で
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
『
合
類

節
用
集
』
編
纂
時
に
参
照
さ
れ
た
『
多
識
編
』
の
テ
キ
ス
ト
の
特
定
に
関
し
て
若
干
補
足
す
る
点
が
あ
る
。
『
多
識
編
』
を
出
典
と
し

て
注
記
し
て
い
る
語
の
中
に
は
『
多
識
編
』
の
寛
永
八
年
刊
整
版
本
か
ら
の
引
用
と
は
考
え
が
た
い
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『合類節用集』の増補態度について

な
お
、
挙
例
に
際
し
て
、
旧
字
、
異
体
字
等
は
本
文
の
理
解
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
音
、

訓
合
符
は
省
略
し
、
各
書
の
割
書
部
分
は
〔

〕
に
、
出
典
注
記
は
〈

〉
に
入
れ
て
示
し
た
。

① 
杜’杜3
衡ヵ衡？

美宍
也多
末識
奴と4
奈
波

合
類
節
用
集
巻
回
初
丁
ウ

異
名
杜
葵
〔
〈
網
目
〉
〕

多
識
編
〈
寛
永
八
年
刊
整
版
本
）
巻
二
4
丁
ウ

『
多
識
編
』
の
寛
永
八
年
刊
整
版
本
に
は
「
ツ
ブ
ネ
グ
サ
」
の
和
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
林
羅
山
自
筆
稿
本
に
は
「
W
円
都

〔
マ
タ
カ

ケ

ホ
ク
サ

フ
タ
マ
カ
ミ
〕
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
古
活
字
本
、
改
正
増
補
本
に
も
一
致
す
る
和
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

② 
3醒Z

／＼ 

多
識、J
'-' 

合
類
節
用
集
巻
六
却
丁
オ

寛
永
八
年
刊
整
版
本
の
み
な
ら
ず
、
他
の
『
多
識
編
』
諸
本
に
も
こ
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
和
名
類
豪
抄
』
で
は
次
の

35 

よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
引
用
は
寛
文
七
年
刊
の
整
版
本
に
よ
っ
た
〉
。
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依
ミ
玉
億
一
玄
感
〔
力
甘
ん
反
漢
語
払
云
濁
殴
毛
目
美
〕
汁
乱
酒
也

和
名
類
粟
抄
巻
十
六
8
丁
ウ

と
こ
ろ
で
、
柏
原
氏
は
『
合
類
節
用
集
』
が
『
多
識
編
』
を
誤
っ
て
引
用
し
て
い
る
例
を
指
摘
す
る
中
で
「
ま
た
ヨ
ト
セ
ム
マ
の
訓

を
麟
（
⑤
H
M
ウ
六
）
に
付
し
て
い
る
が
、
多
識
編
の
次
行
の
跳
の
訓
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
ミ
ト
セ
ム
マ
の
訓
は
和
名

ハ
4
）

抄
か
ら
引
用
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
⑤
幻
ウ
一
己
。
」
と
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
記
述
の
示
し
て
い
る
部
分
を
示
す
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。

③ 
〔 臨子麟T
／＼ ラ セ

主主 同 ~ 土
登上馬土〔
V A 

世 〕宍多
牟 順識
末ヮ紬ミ和出
又緩f名
ニニ キ＼／
，ムコ、グ ノ L一一J

曽
倍穴
牟同
末上

＼／ 

酔
〔
〈
同
上
〉
〕

惨
〔
〈
向
上
〉
〕

ミ
ナ
ミ
ウ
シ

摂
〔
〈
向
上
〉
〕

合；能会合
類 ゴ類
節〔節
用合用
集 I~ 集
巻ウ巻
五〕五
47 41 
T ~縮長丁
ウ Zウ

耕

眺

与
登
世
牟
末

多
識
編
（
寛
永
八
年
刊
整
版
本
）
巻
四
却
丁
ウ

注
意
す
べ
き
は
、
『
合
類
節
用
集
』
の
お
町
マ
」
以
下
の
六
語
は
出
典
注
記
が
示
す
『
和
名
類
粟
抄
』
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

全
て
『
多
識
編
』
（
寛
、
氷
八
年
刊
整
版
本
〉
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
排
」
が
『
和
名
類
粟
抄
』

か
ら
引
用
さ
れ
た
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
編
纂
の
過
程
で
な
さ
れ
た
語
の
移
動
に
伴
い
出
典
注
記
が
混
乱
し
た
た
め
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
多
識
編
』
か
ら
引
用
す
る
語
を
書
き
出
す
段
階
で
イ
ロ
ハ
分
類
の
な
さ
れ
て
い
な
い
「
：
：
：
〈
多
識
〉

跡
セ
ム
マ
〈
向
上
〉
肱
セ
ム
マ
〈
向
上
V

：
：
：
」
の
よ
う
な
草
稿
が
存
在
し
た
が
、
そ
の
草
稿
が
い
ろ
は
順
に
改
変
さ
れ
る
に
及
ん
で
「
同



上
」
の
注
記
は
そ
の
基
盤
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
「
向
上
」
の
注
記
の
示
す
べ
き
書
が
再
確
認
さ
れ
る
前
に
「
順
和
名
」
の
出
典
注
記

を
持
つ
「
臆
馬
」
が
「
酔
」
の
上
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
形
式
上
の
不
自
然
は
解
消
さ
れ
、
結
果
と
し
て
再
確
認
も

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
も
想
定
さ
れ
よ
冗
w

い
ず
れ
に
し
て
も
、
出
典
注
記
が
混
乱
す
る
可
能
性
が
存
在
し
た
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
②
に
お
け
る
「
多
識
」
の
出
典
注
記
は
『
和
名
類
莱
抄
』
を
示
し
て
い
た
「
向
上
」
の
注
記
が
そ

の
基
盤
を
失
っ
て
後
、
誤
っ
て
『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
と
判
断
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

『合類節用集』の増補態度について

④
魚
虎
〔
又
土
奴
魚
同
〈
多
識
〉
〕

＃
白
書
ヨ

魚
虎
今
案
志
也
知
保
古

ス

ル

ニ

シ

ャ

チ

ホ

魚
虎
〔
和
名
今
案
志
也
知
保
古
〕

合
類
節
用
集
巻
五
7
丁
ウ

多
識
編
（
寛
永
八
年
刊
整
版
本
）
巻
四
お
丁
オ

〔
増
補
異
名
〕

土
奴
魚
〔
〈
臨
海
記
〉
〕

多
識
編
ハ
改
正
増
補
本
）
巻
回
初
丁
オ

⑤ 
破カ瀬1

石室只
名手二同
伊イ主ヶ上
乃ノ~ ,...... 
伊イ；与ェ多
計ケ届識
仁＝》
恵エ 〕

増
補
於ヲ
伊イ
乃ノ
古＝

合
類
節
用
集
巻
五
却
丁
ウ

多
識
編
（
寛
永
八
年
刊
整
版
本
〉
巻
因
坊
丁
ウ

強

多
識
編
～
（
改
正
増
補
本
）
巻
五
1
丁
オ

④
⑤
は
、
『
多
識
編
』
の
改
正
増
補
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
存
す
る
例
で
あ
る
。
寛
永
八
年
刊
整
版
本
だ
け
で
な
く
、
改

正
増
橋
本
も
参
照
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
＠
＠
の
よ
う
に
出
典
注
記
の
混
乱
に
よ
る
も
の
な
の
か
明
確
で
は
な
い
。

37 

①
④
⑤
と
疑
念
の
残
る
例
は
見
ら
れ
る
が
、
他
の
引
用
例
に
つ
い
て
は
寛
永
八
年
刊
整
版
本
か
ら
『
合
類
節
用
集
』
に
引
用
さ
れ
た
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と
考
え
て
不
自
然
な
点
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
合
類
節
用
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
多
識
編
』
の
記
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
寛
永
八
年
刊
整
版
本
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
以
下
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

『
多
識
編
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
語
で
、
見
出
語
の
漢
字
の
字
音
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
三
例
に
す
ぎ
な
い
。

＠ 
液シ液Z
雨〆雨。
水 ν水7
A、／＼

ゑ金
志号
久グ〕

字L

合
類
節
用
集
巻
一
却
丁
ウ

多
識
編
巻
一

1
丁
オ

⑦ 
嘉カ
慶Z
子シ

李ノ
異
異名
名〈
嘉治同
慶Z上
子（
多
識、J
＼／ 
L時J

合
類
節
用
集
巻
四
口
丁
オ

李

須
毛
毛

多
識
編
巻
三
日
丁
ウ

⑧ 
骨3
日出よ
犀7
倍〔
美蛇ノ
乃角
豆也
乃〈
ー多
名＝識
骨； と当
日出；
犀7

合
類
節
用
集
巻
五
日
丁
ウ

蛇
角

多
識
編
巻
四
四
丁
ウ

＠
は
実
は
「
シ
」
の
所
収
の
語
で
あ
り
、
付
訓
の
左
右
を
誤
っ
て
掲
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
際
は
⑦
⑧
の
二
例
の
み

が
字
音
に
よ
る
掲
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
合
類
節
用
集
』
に
引
用
さ
れ
る
語
は
『
多



識
編
』
で
和
訓
が
示
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
取
捨
選
択
は
行
わ
れ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
な
い

語
に
は
理
由
が
個
々
に
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
、
他
の
書
か
ら
既
に
同
じ
語
が
引
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
）
。
た

だ
し
、
傾
向
と
し
て
、
二
文
字
以
上
の
漢
字
表
記
に
対
し
て
和
訓
が
逐
字
訳
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
引
用
さ
れ
に
く
く
、
熟

字
訓
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
引
用
さ
れ
や
す
い
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
多
識
編
』
巻
一
官
頭
の
「
水
部
第

こ
所
収
の
語
の
中
で
複
数
の
和
訓
を
持
つ
も
の
が
『
合
類
節
用
集
』
に
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ

『合類節用集』の増視態度について

る

イ
ワ
カ
キ
シ
ミ
グ

⑨
山
岩
泉
水
〔
〈
多
識
〉
〕

合
類
節
用
集
巻
一

4
丁
ウ

也
末
乃
伊
和
於
乃
美
豆
又
云
伊
和
加
記
志
美
豆

山
岩
泉
水

多
識
編
巻
一

3
丁
オ

⑮ 
半7半2
天i天？
河；河会
「「／＼

多乏
識~
'v' L」

合
類
節
用
集
巻
一
一
山
丁
ウ

合
類
節
用
集
巻
一
回
丁
ウ

半
天
河

ミ

グ

タ

グ

キ

ウ

ツ

ヲ

ミ

ヅ

今
案
多
計
加
岐
乃
美
豆
又
云
岐
乃
宇
豆
於
乃
美
一
旦

多
識
編
巻
一

2
丁
オ

＠
梅
雨
水

牟ム会

秀ノ議＼ノ
阿ア〕
米メ

今マ
案ニ
旦
由

合
類
節
用
集
巻
一
日
丁
ウ

梅
雨
水

多
識
編
巻
一

1
丁
オ
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⑫
碧
海
水

碧
海
水
I¥ 

メ入 ／＼ 

曇ユ金
阿 e
於ヲ〕
宇ウ

美
乃
美
旦
又
:z=¥グ
pょ，

寸一
τと
Jじ、於ヲ

合
類
節
用
集
巻
一
日
丁
オ

多
識
編
巻
一

3
丁
オ

ウ
ヅ
マ
キ
ミ
ヅ

⑬
逆
流
水
〔
〈
多
識
〉
〕

今
案
左
加
乃
保
利
美
豆
又
云
字
豆
末
岐
美
豆

合
類
節
用
集
巻
一
日
丁
オ

逆
流
水

多
識
編
巻
一

2
丁
ウ

ア
マ
ダ

U

⑭
屋
漏
水

屋
漏
水

l入／＼

柔ニ孝
也ヤぜラ
毛そ〕
利リ

美
旦
又タ
ヱミグ

阿
末
多タ
里リ

合
類
節
用
集
巻
一
口
丁
オ

多
識
編
巻
一

2
丁
オ

⑨
＠
⑫
⑮
⑭
で
『
多
識
編
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
な
い
和
訓
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
『
合
類
節
用
集
』
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
当

時
の
漢
字
の
定
訓
や
熟
字
訓
に
対
す
る
意
識
は
個
々
の
例
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、

⑨
⑪
⑫
⑭
の
『
多
識
編
』
の
二
つ
の
和
訓
の
性
格
は
か
な
り
区
別
で
き
る
と
思
わ
れ
、

よ
り
熟
字
訓
的
と
思
わ
れ
る
一
方
の
和
訓
の
み

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
多
識
編
』
で
は
異
名
と
さ
れ
る
語
に
和
訓
を
付
し
て
引
用
す
る
例
が
二
例
見
ら
れ
る
。

⑮ 
桑 5寓5
上 4
寄木I
生キ

／＼ 

同

多
識
＼／ 

合
類
節
用
集
巻
四
幻
丁
オ

久
和
乃
保
也
今
案
久
和
乃
也
士
利
記

グ

ウ

ン

ド

ウ

異
名
寓
木
〔
〈
本
経
〉
〕
宛
童
〔
〈
同
〉
〕

多
識
編
巻
一
一
一
部
了
オ



熱；~~
湯グ
t沸へ
今 1湯昆
ヨiC"" ，＿.、
t~ 雲

宮藤
異 l
名会

事；毒
湯山

合
類
節
用
集
巻
六
却
丁
ウ

〔
〈
網
目
〉
〕
麻
沸
湯
〔
〈
仲
景
〉
〕

多
識
編
巻
一

3
丁
ウ

『
多
識
編
』
本
来
の
見
出
語
を
敢
え
て
採
用
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
例
も
結
果
と
し
て
熟
字
訓
に
よ
る
語
の
掲
載
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
漢
字
表
記
と
和
訓
の
対
応
関
係
が
引
用
の
際
に
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『合類節用集』の増補態度について

四

『
合
類
節
用
集
』
の
巻
四
草
木
部
に
は
、

欝3大：－~ 
臭Z礼士本土
草Z草t草t

蒐ご寛三本
蔚ミ蔚2名ュ
さヲ cs~ 

俗
日

延Z
命：
草タ

2
丁
ウ

日
了
ウ

M
丁
ウ

の
よ
う
に
注
文
中
の
語
に
和
名
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

メ
ハ
ク
キ

こ
れ
ら
の
和
名
は
「
蒐
蔚
」
の
よ
う
に
、
別
々
の
見
出
語
の
注
文

に
現
れ
る
場
合
で
も
同
一
の
も
の
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
和
名
は
『
合
類
節
用
集
』
の
編
纂
者
の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も

の
と
、
参
照
し
た
編
纂
資
料
か
ら
転
載
さ
れ
た
も
の
と
の
二
通
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
和
名
が
語
史
の
上
で
ど
の
よ

41 

う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
と
い
う
問
題
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
『
多
識
編
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
語
の
掲
載
の
あ
り
方
と
そ
れ
ら
の
和
名



42 

と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
る
。

巻
四
草
木
部
の
注
文
中
の
和
名
が
付
さ
れ
た
語
の
う
ち
三
十
七
語
は
『
多
識
編
』
に
同
じ
漢
字
表
記
及
び
和
名
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、

薯 2薯：玉Z
諸冨讃i延5

又薯Z
＝ノ

霊讃；
名
山〈
藷事
並文
間後
一集
名出
児
草

合
類
節
用
集
巻
四
四
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
幻
丁
ウ

夜
末
乃
伊
毛

異
名
山
芋
〔
〈
呉
普
〉
〕
山
薬
〔
〈
市
義
〉
〕

多
識
編
巻
一
ニ
8
丁
ウ

の
よ
う
に
『
多
識
編
』
以
外
の
書
か
ら
引
用
さ
れ
て
『
合
類
節
用
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
八
語
あ
る
（
ち
な
み
に
『
事
文
後

集
』
の
寛
文
六
年
刊
の
和
刻
本
の
該
当
箇
所
に
は
「
ヤ
マ
ノ
イ
モ
」
の
付
訓
は
な
い
）
。
そ
れ
で
は
、
以
下
に
残
り
の
二
十
九
語
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
『
多
識
編
』
が
掲
載
し
て
い
る
和
訓
が
、
『
合
類
節
用
集
』
の
注
文
中
の
和
名
と
一
致
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
例
は
九
例
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

⑪
蕎
〔
似
v
穣
赤
也
〕

議
ぷ
〔
異
名
・
紫
議
・
赤
｜
・
桂
荏
〈
多
識
〉
〕

穣
異
名
紫
積
〔
〈
食
療
〉
〕
赤
穂
〔
〈
肘
後
方
〉
〕
桂
荏

合
類
節
用
集
巻
四
5
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
お
丁
オ

乃
良
恵

多
識
編
巻
二

8
丁
ウ



の
よ
う
に
、
全
て
『
多
識
編
』
を
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
多
識
編
』
が
二
つ
の
和
訓
を
掲
載
し
て
い
る
例
は
十
五
例
あ
る
が
、
う
ち
十
三
例
ま
で
は
、

r合類節用集』の増補態度について

⑮ 
韮 3主2豊2
〔本3
仁異〔
良名主2
又草二ヲ
云鍾凸
古乳
美ミ〈
良多
識
＼／ 
異
名
恥
即
町
時
ヲ
〔
〈
拾
遺
〉
〕

⑮ 
落フ落2燕5
葵、 3脂。
キ葵Z菜？
布〔〔

恋（命落j
眠 6 L. ヲ
今V ム葵Z
弓！＜＂ ／＂「ヲ

書多云
蓄懇〕
牟と5
良
佐
岐

＠
取
引
1

ず
〔
郁
ず
ヲ
云
〕

1有Eウ2
9李《？

異
名
雀
梅
ノ＼

向
上

多
識、J
＼／ 
L」
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有B~有B;
李’李T

ノヘ
多
識
＼／ 

異
名
雀
彬
〔
〈
詩
疏
〉
〕

宇
倍
又
云
左
須
毛
毛

合
類
節
用
集
巻
四
7
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四

6
了
オ

多
識
編
巻
一
二
5
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
叫
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
却
丁
ウ

多
識
編
巻
三

8
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
必
丁
オ

合
類
節
用
集
巻
四
M
丁
ウ

合
類
節
用
集
巻
四
訂
丁
オ

多
識
編
巻
三
お
丁
ウ
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の
よ
う
に
、
引
用
の
あ
り
方
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
注
文
中
の
語
に
付
さ
れ
た
和
名
に
よ
っ
て
全
て
見
出
語
と
し
て
『
合
類
節
用
集
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑮
に
お
い
て
「
古
美
良
（
コ
ミ
ラ
と
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
⑬
に
お
い
て
「
布
布
岐
（
フ
ブ

キ
）
」
が
左
訓
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
、
⑮
に
お
い
て
異
名
を
伴
っ
て
い
る
の
が
「
宇
倍
ハ
ウ
ヘ
）
」
に
よ
っ
て
見
出
語

と
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
残
り
の
二
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

グ

y
p
γ
グ

ハ

リ

γ
ゴ
ヲ

＠
文
林
菓
〔
日
ニ
林
檎
一
也
〈
詩
林
正
宗
〉
〕

合
類
節
用
集
巻
四
位
丁
ウ

林J
檎γ

利異
牟名
古来
宇禽
俗品〈
云タ多
利識
牟ぷ
古

合
類
節
用
集
巻
四
叩
丁
オ

林
檎

異
名
来
禽
〔
〈
法
帖
〉
〕

多
識
編
巻
三
日
丁
オ

＠
田
烏
子

〔
烏
芋
云
〕

合
類
節
用
集
巻
四
お
丁
ウ

烏ウ烏ク：

芋ゥ芋ィイ

異
名
地
栗
／＼ 

多
識
v’ 

合
類
節
用
集
巻
四
お
丁
ウ

久
和
伊
又
云
久
呂
久
和
伊

異
名
地
栗

多
識
編
巻
コ
一
口
丁
ウ

＠
は
「
利
牟
古
宇
（
リ
ン
コ
ウ
）
」
に
よ
っ
て
見
出
語
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
利
牟
古
（
リ
ン
コ
こ
と
は
語
頭
の
音
節
が
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
な
く
、
「
多
識
編
』
掲
載
の
順



に
従
っ
て
二
つ
の
和
訓
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
『
詩
林
正
宗
』
は
唐

木
以
外
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
原
本
か
ら
直
接
引
用
し
た
と
考
え
る
限
り
に
お
い
て
は
「
リ
ン
ゴ
」
の
和
名
は
編

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

纂
者
の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
⑫
も
二
つ
の
和
訓
の
語
頭
の
音
節
が
同
じ
で
あ
る
。
＠
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

最
後
に
、
『
多
識
編
』
が
三
つ
の
和
訓
を
掲
載
し
て
い
る
例
は
五
例
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
全
て
、

『合類節用集Jの増補態度について

蓋ご謹~~.~塾；
草草；；；；＿草1

「「

塞f
草z
:z;:; 
l_! 

伊
那
久
左
又
云
賀
岐
以
那
今
案
加
利
也
須

⑫
懸
万
〔
邑
英
云
〕

邑
英
〔
〈
同
上
（
多
識
〉
〉
〕

サ
イ
カ
チ

沼
環
〔
異
名
巴
角
・
鶏
栖
子
・
烏
犀
〈
多
識
〉
〕

ヂ

巴
英
加
和
良
布
知
又
云
左
比
加
知
今
云
左
比
加
志

45 

合
類
節
用
集
巻
回
目
丁
ウ

合
類
節
用
集
巻
四
日
丁
ウ

多
識
編
巻
二
日
丁
ウ

合
類
節
用
集
巻
四
却
丁
ウ

合
類
節
用
集
巻
四
日
了
ウ

合
類
節
用
集
巻
四
訂
丁
オ

異
名
邑
角
〔
〈
網
目
〉
〕
難
栖
子
〔
〈
同
〉
〕
烏
犀
〔
〈
同
〉
〕

多
識
編
巻
三
幻
丁
オ
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の
よ
う
に
、
引
用
の
あ
り
方
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
全
て
注
文
中
の
語
に
付
さ
れ
た
和
名
に
よ
っ
て
見
出
語
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

＠
に
お
い
て
「
伊
那
久
左
（
イ
ナ
ク
サ
）
」
が
左
訓
に
準
ず
る
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
＠
に
お
い
て
異
名
を
伴
っ
て
い
る
の
が

「
左
比
加
志
（
サ
イ
カ
シ
ど
に
よ
っ
て
見
出
語
と
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
引
用
の
あ
り
方
か
ら
、
『
合
類
節
用
集
』
巻
四
に
お
い
て
、
注
文
中
の
語
に
付
さ
れ
た
和
名
は
、
『
多
識
編
』
か
ら
語

を
引
用
す
る
際
に
優
先
的
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
＠
を
例
と
し
て
い
え
ば
、
「
邑
英
」
の
漢
字
表
記
に

は
「
サ
イ
カ
シ
」
の
和
訓
が
最
も
結
び
つ
き
の
強
い
も
の
と
す
る
編
纂
者
の
判
断
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
合
類
節
用
集
』
の
編
纂

者
が
『
多
識
編
』
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
こ
と
は
先
学
の
既
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
編
纂
者
の
本
草
学
へ
の
造
詣
は
さ
ほ
ど
深
く
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
編
纂
者
に
と
っ
て
「
芭
虫
色
と

「
サ
イ
カ
シ
」
と
の
結
び
つ
き
が
ど
れ
ほ
ど
の
裏
付
を
以
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
か
は
明
確
に
し
が
た
い
。
し
か
し
、
辞
書
編
纂
上
の

問
題
と
し
て
は
、
見
出
語
の
掲
出
や
注
文
の
配
置
に
あ
る
程
度
は
意
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら

カ

ハ

ラ

デ

チ

〔

逆
に
、
「
邑
英
」
が
単
独
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
編
纂
者
は
「
サ
イ
カ
シ
（
あ
る
い
は
サ
イ
カ
チ
）
」
と
「
カ
ハ
ラ
ブ

チ
」
は
全
く
異
る
植
物
で
あ
り
、
「
邑
角
」
以
下
の
異
名
は
「
サ
イ
カ
シ
（
あ
る
い
は
サ
イ
カ
チ
）
」
の
異
名
で
は
あ
っ
て
も
「
カ
ハ
ラ

ブ
チ
」
の
異
名
で
は
な
い
と
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
ま
で
推
定
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

五

こ
れ
ま
で
、
『
合
類
節
用
集
』
に
お
け
る
『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
例
の
検
討
か
ら
、
特
に
次
の
二
点
を
指
摘
し
た
。

1 

『
多
識
編
』
中
に
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
語
を
引
用
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
と
和
訓
の
対
応
関
係



が
引
用
の
際
に
重
視
さ
れ
て
お
り
、
熟
字
訓
の
形
で
掲
載
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
。

2 

『
合
類
節
用
集
』
巻
四
草
木
部
で
注
文
中
の
語
に
付
さ
れ
た
和
名
は
、
『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
の
際
に
も
優
先
的
な
扱
い

を
受
け
て
い
る
。

『合類節用集』の増補態度について

ー
は
、
柏
原
氏
が
『
合
類
節
用
集
』
中
の
『
文
選
』
か
ら
の
引
用
例
に
つ
い
で
、
（
訓
に
対
し
て
）
「
難
し
い
表
記
の
方
を
か
か
げ
る

『
合
類
』
の
方
針
が
現
わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
訂
ご
と
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
合
類
節
用
集
』
が
延
宝
期
以
後
の
世
話

字
尽
の
類
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
世
話
字
を
多
く
収
め
て
い
る
こ
日
ど
も
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

2
は
、
各
々
の
和
名
の

掲
載
に
つ
い
て
は
全
体
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一
貫
し
た
判
断
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
優
先
的
に
掲
載
さ
れ
る
和
名
は
、

編
纂
者
に
と
っ
て
穏
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。
ま
た
、

l
、
2
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、

『
多
識
編
』
に
よ
る
増
補
に
は
、
本
草
関
係
の
語
の
正
確
な
理
解
に
供
す
る
と
い
う
面
を
通
し
て
、
街
学
的
な
用
字
を
志
向
す
る
意
図

が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

円

mv

『
多
識
編
』
か
ら
の
引
用
例
以
外
に
も
誤
解
に
よ
る
引
用
例
が
少
な
く
な
い
『
合
類
節
用
集
』
の
編
纂
者
が
一
流
の
知
識
人
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
『
合
類
節
用
集
』
の
増
補
態
度
に
よ
っ
て
類
推
さ
れ
る
編
纂
者
の
階
層
や
教
養
の
基
盤
の
解
明

が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

主
（

1
）
 

（

2
〉

（

3
）
 

上
田
高
年
・
橋
本
進
士
ロ
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
〈
『
東
京
帝
国
大
学
紀
要
第
二
』
大
正
五
年
〉
な
ど
。

柏
原
司
郎
「
『
合
類
節
用
集
』
の
『
多
識
編
』
引
用
態
度
」
（
『
国
語
研
究
』

ω、
昭
和
六
十
一
年
一
一
一
月
〉

『
多
識
編
』
影
印
本
の
研
究
第
に
よ
れ
ば
、
寛
永
八
年
刊
整
版
本
に
覆
刊
本
と
そ
の
再
刷
本
が
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
寛
永

八
年
刊
整
版
本
と
同
内
容
の
も
の
と
し
て
区
別
し
な
い
。
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（

4
）
 

（

5
）
 

注（
2
）
に
同
じ
。

注
（
2
）
論
文
に
お
い
て
も
語
の
補
入
に
よ
っ
て
「
向
上
」
の
注
記
の
示
す
書
が
一
見
不
明
に
な
っ
て
い
る
例
の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
『
和
名
類
家
抄
』
は
『
多
識
一
編
』
よ
り
も
後
に
参
照
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に

述
べ
た
い
。

「
布
布
岐
」
の
二
字
目
の
「
布
」
の
右
肩
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

書
陵
部
に
寓
暦
二
十
八
年
の
刊
本
が
存
す
る
。

ま
た
、
『
詩
林
正
宗
』
を
引
用
し
て
い
る
書
は
『
合
類
節
用
集
』
及
び
『
合
類
節
用
集
』
の
内
容
を
受
け
継
ぐ
蓄
の
他
に
管
見
に
入
っ
て

L
な
し

柏
原
司
郎
「
『
節
用
集
』
の
引
用
語
か
ら
み
た
一
一
諾
意
識
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
沼
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
三
月
）

『
合
類
節
用
集
』
が
延
宝
期
以
降
の
世
話
字
尽
の
類
の
主
要
な
典
拠
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
屋
彰
「
『
世
話
字
尽
』
展

望
｜
｜
延
宝
か
ら
享
保
ま
で

l
i
」
（
『
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
文
学
科
篤
』

4
、
昭
和
五
十
九
年
一
一
一
月
）
等
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
、
「
解
題
」
や
注
（
8
）
論
文
の
他
に
、
前
田
富
棋
「
辞
書
と
の
出
会
い
！
i

辞
書
を
え
ら
ぶ
コ
ツ
・
使
う
コ

ツ
｜
｜
」
（
『
言
語
』
九
1
五
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
〉
、
平
井
秀
文
「
合
類
節
用
集
の
『
遊
仙
窟
』
訓
」
（
『
日
本
文
学
研
究
』
問
、
昭
和

五
十
五
年
十
一
月
）
に
具
体
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
本
稿
で
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
合
類
節
用
集
』
日
『
合
類
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（
勉
誠
社
）
所
収
影
印

「
多
識
編
』
諸
本
口
『
多
識
編
舶
雄
一
諒
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
勉
誠
社
）
所
収
影
印

『
和
名
類
家
抄
』
口
『
被
斎
書
入
倭
名
類
家
抄
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
所
収
影
印

『
事
文
後
集
』
一
『
糊
古
今
事
文
類
褒
』
（
ゆ
ま
に
書
房
）
所
収
影
印

『
詩
林
正
宗
』
日
寓
暦
二
十
八
年
刊
本
、
書
陵
部
蔵

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


